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の外科学会学術集会 平成20年6月20‐21日、東京 

 

藤井唯誌、田中康仁、高倉義典、東野義之：踵骨荷重線の検討、第33回日本足の外科学会学術集会 平成20年

6月20‐21日、東京 

 

平川雅士、近藤 誠、泊 一秀、糸川高史、池田真一、佐藤美由紀、北川 洋、藤井唯誌、東 隆司、津村 弘：

人工膝関節置換術における脛骨コンポーネント回旋設置位置の検討、第36回日本関節病学会 平成20年11月7

－8日 神戸 

 

糸川高史、近藤 誠、佐藤美由紀、平川雅士、池田真一、藤井唯誌、東 隆司、北川 洋、泊 一秀、津村 弘：

人工膝関節置換術における術前計画ソフトウェア Athena の精度と軟骨が及ぼす影響、第 36 回日本関節病学会 

平成20年11月7－8日 神戸 

 

藤井唯誌、近藤 誠、東 隆司、北川 洋、格谷義徳：高齢者に対する両側同時人工膝関節置換術の経験、第37

回日本人工関節学会 東京 品川 平成19年2月2－3日 

 

近藤 誠、北川 洋、藤井唯誌、東 隆司、金粕浩一、泊 一秀、格谷義徳：大腿骨後顆部の関節症性変化が大

腿骨コンポーネント外旋角度設定に及ぼす影響、第 37 回日本人工関節学会 東京 品川 平成 19 年 2 月 2－3

日 

 

藤井唯誌、近藤 誠、東 隆司、北川 洋、格谷義徳：大腿骨後顆切除量による大腿骨コンポーネント回旋設置

角度の確認、第37回日本人工関節学会 東京 品川 平成19年2月2－3日 

 

藤井唯誌、近藤 誠、東 隆司、北川 洋、格谷義徳：大腿骨コンポーネント回旋設置角度による術後成績の相

違、第37回日本人工関節学会 東京 品川 平成19年2月2－3日 

 

Yoshinori Kadoya, Makoto Kondo, Tadashi Fujii, Takashi Azuma, Hiroshi Kitagawa, Shigeru Nakagawa, Ryo 

Sugama, Makoto Kitada, Keisuke Hagio, Susumu Saito： How much external rotation of the femoral component 

is necessary for a rectangular flexion gap? 日整会誌（J. Jpn. Orthop. Assoc.）81(4) 2007. p347 



第80回日本整形外科学術総会 神戸市 平成19年5月24‐27日 

 

Yoshinori Kadoya, Makoto Kondo, Tadashi Fujii, Takashi Azuma, Hiroshi Kitagawa, Shigeru Nakagawa, Ryo 

Sugama, Makoto Kitada, Keisuke Hagio, Susumu Saito：A modified measured-resection technique compared 

with the gap technique in TKA.日整会誌（J. Jpn. Orthop. Assoc.）81(3) 2007. p266 

第80回日本整形外科学術総会 神戸市 平成19年5月24‐27日 

 

藤井唯誌、近藤 誠、東 隆司、北川 洋、格谷義徳：後顆骨切り量と大腿骨コンポーネント外旋設置角度の関

係、日整会誌（J. Jpn. Orthop. Assoc.）81(４) 2007. p373 

第80回日本整形外科学術総会 神戸市 平成19年5月24‐27日 

 

渡邉耕太、倉 秀治、山下敏彦、藤井唯誌、Harold Kitaoka, Lawrence Berglund, Kai-Nan An：後脛骨筋機能

不全による扁平足に対する踵立方関節延長固定術の効果―歩行シュミレーターを用いた足部運動の解析―、日整

会誌（J. Jpn. Orthop. Assoc.）81(４) 2007. p568 

第80回日本整形外科学術総会 神戸市 平成19年5月24‐27日 

 

藤井唯誌、田中康仁、高倉義典：踵骨骨折術後成績不良因子の検討、日整会誌（J. Jpn. Orthop. Assoc.）81(４) 

2007. p563 第80回日本整形外科学術総会 神戸市 平成19年5月24‐27日 

 

藤井唯誌、近藤 誠、泊 一秀、東 隆司、北川 洋、格谷義徳：大腿骨後顆部残存軟骨が大腿骨コンポーネン

ト外旋角度設定に及ぼす影響、第32回日本膝関節学会学術集会 札幌 2007年6月14-16日 

 

藤井唯誌、近藤 誠、東 隆司、北川 洋、格谷義徳：高齢者に対する両側同時人工膝関節置換術の周術期経過

について、第32回日本膝関節学会学術集会 札幌 2007年6月14-16日 

 

松井嘉男、近藤 誠、格谷義徳、北川 洋、藤井唯誌、東 隆司、西塔 進、萩尾佳介、洲鎌 亮：大腿骨コン

ポーネント回旋設置角度が術後可動域および関節弛緩性に及ぼす影響、第 32 回日本膝関節学会学術集会 札幌 

2007年6月14-16日 

 

東 隆司、藤井唯誌、近藤 誠、北川 洋、二木康夫、松本秀男：人工膝関節置換術患者における金属アレルギ

ー検査としての改良型リンパ球刺激試験と各種臨床所見の検討（ポスター）、第32回日本膝関節学会学術集会 札

幌 2007年6月14-16日 

 

藤井唯誌、田中康仁、高倉義典、大島卓也：足関節外果骨折整復固定術時における補助的縫合糸締結法について、

第32回日本足の外科学会学術集会 長崎 平成19年6月22-23日 

 

渡邉耕太、Kitaoka HB、An KN、藤井唯誌、倉 秀治、内山英一、山下敏彦：Stage2 扁平足に対する踵骨内側移

動骨切り術と長趾屈筋腱移行術の効果―歩行シュミレーターを用いた新鮮死体足標本の三次元的足部運動解析

―、第32回日本足の外科学会学術集会 長崎 平成19年6月22-23日 

 

藤井唯誌（演者交代）、金粕浩一、近藤 誠、久門 弘、南部浩史、東 隆司：人工膝関節全置換術における”Dynamic 

Spacer”と用いた術中バランスの評価、第35回リウマチ・関節外科学会 東京 平成19年11月9-10日 

 

藤井唯誌、近藤 誠、東 隆司、北川 洋、格谷義徳：大腿骨コンポーネント過外旋設置による術後成績への影

響、第35回リウマチ・関節外科学会 東京 平成19年11月9-10日 

 

藤井唯誌、近藤 誠、東 隆司、北川 洋：恒久性膝関節脱臼症例、第8回TKAフォーラム 東京 平成19年

12月8日 

 

藤井唯誌、大島卓也、田中康仁、高倉義典：足関節果部骨折に対するギプス固定期間の比較、第 31 回日本足の

外科学会、札幌市、平成18年6月23-24日 

 



大島卓也、藤井唯誌、田中康仁、高倉義典：中足部骨折の一部分としての舟状骨骨折の小経験、第 31 回日本足

の外科学会、札幌市、平成18年6月23-24日 

 

藤井唯誌、大島卓也、田中康仁、高倉義典：足関節果部骨折に対する極超短期ギプス固定の試み、第 30 回日本

足の外科学会、大宮市、平成17年6月24-25日 

 

大島卓也、藤井唯誌、田中康仁、高倉義典：分類不能な足関節三果骨折の小経験、第 30 回日本足の外科学会、

大宮市、平成17年6月24-25日 

 

藤井唯誌、田中康仁、高倉義典、北田 力：踵骨関節内骨折における成績不良因子の検討、第 29 回日本足の外

科学会学術集会、東京、平成16年6月25-26日 

 

賀代篤二、藤井唯誌、岩見豊仁、植田百合人、高倉義典：（ポスター）糖尿病性神経症、手根管症候群、黄色靱

帯石灰化による頸髄症を合併した人工透析患者の治療経験 中部日本整形外科災害外科学会 

 

賀代篤二、藤井唯誌、岩見豊仁、田中康仁、高倉義典：（ポスター）外果骨切り術を要した距骨滑車骨軟骨損傷

の2例 中部日本整形外科災害外科学会 

 

藤井唯誌、田中康仁、高倉義典：後距踵関節面の陥没を伴った踵骨骨折に対する経皮的整復術、第 28 回日本足

の外科学会学術集会、高崎市、平成15年6月27-28日 

 

米田岳史、藤井唯誌、中山正一郎、田中康仁、高倉義典：外脛骨と足縦アーチの関係について、第 28 回日本足

の外科学会学術集会、高崎市、平成15年6月27-28日 

 

岩見豊仁、藤井唯誌、賀代篤二、高井哲郎：ベストプレートを用いた鎖骨遠位端骨折及び肩鎖関節脱臼治療例の

一考察：第1回奈良骨折研究会、橿原市、平成15年7月26日 

 

藤井唯誌、矢島弘嗣、米田岳史、田中康仁、高倉義典：治療に難渋した距骨開放性脱臼骨折の1例、第27回日

本足の外科学会、名古屋、平成14年6月28-29日 

 

賀代篤二、藤井唯誌、岩見豊仁、高井哲郎：自家腸骨採取後の骨欠損に対するバイオペックスの使用経験、バイ

オペックス研究会、東京、平成14年11月30日 

 

藤井唯誌、Kitaoka HB, Luo ZP, An KN：足関節外側靭帯各損傷程度における内反動揺性の生体力学的検討．第

26回日本足の外科学会学術集会．大阪市、平成13年6月29･30日． 

 

Fujii T, Kitaoka HB, Luo ZP, An KN：Inaccuracy of conventional stress test in clinical diagnosis of 

simulated ankle sprain. 第25回日本足の外科学会学術集会．東京、平成12年6月30･7月1日． 

 

米田岳史、田中康仁、藤井唯誌、亀井滋、高倉義典、玉井進：横倉法による足縦アーチ計測の信頼性．第 23 回

日本足の外科学会、大阪市、平成10年6月19-20日 

 

中井敏幸、高倉義典、田中康仁、秋山晃一、佐本憲宏、藤井唯誌、玉井進：先天性内反足における足関節の経年

的形態変化．第22回日本足の外科学会、横浜市、平成9年6月27-28日 

 

藤井唯誌、高倉義典、田中康仁、秋山晃一、佐本憲宏、玉井進：後脛骨筋腱移行術における移行部位の決定につ

いて．第22回日本足の外科学会、横浜市、平成9年6月27-28日 

 

藤井唯誌、高倉義典、田中康仁、秋山晃一、亀井滋、玉井進：外反扁平足における踵骨のレントゲン影射上の変

化．第21回日本足の外科学会、東京、平成8年7月5-6日 

 

田中康仁、高倉義典、秋山晃一、藤井唯誌、佐本憲宏、中井敏幸、亀井滋、西出正人、鈴木順三、伊東勝也、米



田岳史、東山一郎、阪本達哉、玉井進：外反母趾の後足部アライメントの検討―荷重時距骨下関節X線撮影を用

いて―．第21回日本足の外科学会、東京、平成8年7月5-6日 

 

佐本憲宏、杉本和也、高倉義典、藤井唯誌、中井敏幸、玉井進：距骨外側突起骨折と距骨後内側結節骨折が同時

に発生した1症例．第21回日本足の外科学会、東京、平成8年7月5-6日 

 

藤井唯誌、高倉義典、田中康仁、秋山晃一、海野正登、玉井進：麻痺足に対する後脛骨筋腱移行術．第 20 回日

本足の外科学会、北九州市、平成7年6月23-24日 

 

田中康仁、高倉義典、山下正道、海野正登、青木孝、熊井司、佐本憲宏、藤井唯誌、中井敏幸、玉井進：外反母

趾の術式選択における母趾内反ストレスX線撮影の有用性．第19回日本足の外科学会、東京、平成6年7月1-2

日 

 

藤井唯誌、海野正登、高倉義典、田中康仁、熊井司、玉井進：（ポスター）麻痺性尖足に対する後脛骨筋腱移行

術の術後成績．第31回日本リハビリテーション医学会学術集会、千葉市、平成6年6月28‐30日 
 

藤井唯誌、田中康仁、青木孝、熊井司、佐本憲宏、森下亨、出目明、高倉義典、玉井進：Leed’s-Keio人工靱帯

を用いた陳旧性アキレス腱断裂の再建術．第18回日本足の外科学会、奈良市、平成5年6月25-26日 

 

藤井唯誌、高倉義典、田中康仁、秋山晃一、玉井進：扁平足における踵骨外転のX線評価法．第88 中部日本整

形外科災害外科学会、名古屋市、平成9年4月10-11日 

 

藤井唯誌、高倉義典、青木孝、田中康仁、熊井司：仮骨延長法による足趾短縮症の治療経験．第＃＃中部日本整

形外科災害外科学会、岐阜市、平成4年10月14-15日 

 

藤井唯誌、田中康仁、杉本和也、宮内義純、高倉義典、玉井進：嚢胞を伴った舟状骨･第 1 楔状骨間癒合症の 1

例．第257回整形外科集談会京阪神地方会、大阪市、平成元年 

 

学術講演 
藤井唯誌：関節リウマチで失った人生は、人工関節手術で取り戻せるか？ リウマチ医療講演・相談会 橿原市 

平成29年4月23日 
 

藤井唯誌：加速度計 based ナビゲーションシステム使用人工膝関節置換術、「大田区・文京区中小企業の医工連

携による革新的医療機器事業」推進会議、東京大学工学部 平成28年9月3日 

 
藤井唯誌：ＴＫＡのセメンティングテクニック、Zimmer Biomet Cementing University, 名古屋市 平成27年

10月24日 
 
藤井唯誌：Real Time Knee Balancerを使用したBalancing手術手技 膝関節の術後患者満足度セミナー‐膝関

節安定のための手術手技‐ 福岡市 平成27年2月28日 
 
藤井唯誌、登 希星：Bi-Surface 手術手技のポイント～CADAVER から得られたデータを元に～ KMD 全国

営業研修会 大阪市 平成27年1月31日 
 
藤井唯誌：変形性膝関節症について（ロコモティブシンドローム）北葛城地区医師会公開市民講座 大和高田市

（高田経済会館） 平成26年5月17日 

 
藤井唯誌：関節リウマチの実践例 RA は治る！．いまさら聞けない RA 診断と治療～さあ、RA 診療を始めま

しょう～ 奈良市 平成25年9月22日 
 



藤井唯誌：うわっ！私の足が・・・！～糖尿病性足部壊死のメカニズムと対策～．第３回 奈良フットの会市民

公開講座 奈良市 平成25年2月7日 
 
藤井唯誌：関節リウマチのリハビリテーションと手術 リウマチ医療講演・相談会 橿原市 平成 24 年 9 月 2
日 
 
Tadashi Fujii, Marehoshi Noboru, Munehito Seko, Hiroshi Kitagawa, Kiyoshi Miyazaki, Yurito Ueda, Yasuhito Tanaka：
Trials for good alignment of total knee arthroplasty－ non-CAS surgery can top CAS? ― Soochow University、平成24
年6月8日 
 
藤井唯誌：内科と人工膝関節. 大和高田市・北葛城地区医師会学術講演会、大和高田市、平成21年7月25日 
 
藤井唯誌：これからの健康を考える 「人工膝関節のお話」．菖蒲谷婦人会、和歌山県橋本市、平成 21 年 7月 4
日 
 

教育研修講演 

 
 

 

藤井唯誌:人工膝関節置換術における屈曲gap作成の際のバイオメカニクス的考察．第33回日本整形外科学会基

礎学術集会、平成30年10月11-12日、奈良 

 
藤井唯誌、世古宗仁、松岡大輔、登 希星、北野修二、安藤祐之、山崎敦詞、稲垣有佐、田中康仁： 人工膝関節

置換術の包括的戦略―痛みなく、安全に、より良い結果のための周術期管理と手術手技―、第 8 回まほろば人工膝関

節研究会、平成 30 年 2 月 3 日、橿原市 

 
藤井唯誌： KneeAlign 2 の使用経験、第 10 回日本 CAOS 研究会 平成 28 年 3 月24 日－25 日、犬山市 
 
藤井唯誌： 人工関節置換術の手術手技について、奈良県臨床整形外科医会研修会 平成 28 年 2 月 6 日、奈良 
 
藤井唯誌、田中康仁： 足関節果部骨折の Break through １ 診断と治療、第35回日本足の外科学会学術集会 平

成22年6月17‐18日、奈良 
 

 

 


